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Abstract

Transient voltage waveforrn due to discharge represents the fast auctuation  TherefOre,

experilnental circuit is composed in distributed constant system  lt is possible tO Observe in

detail the transient voltage、vaveforln due to discharge

As a consequence of an experirnent by the use of this system, the transient 、vaveform
consists of triple proces  lt is(1)The voltage rise tirne lower than 500 ps,(2)Fast vOltage

nuctuation of discharge and (3)The rinected、 vave form a thing frOm exeprilnental system

1。 まえが き

開閉器が開閉する際に電磁雑音が発生し,周
辺電気機器に影響を与えることはよく知 られて

お り,開閉動作に伴って発生する放電が主たる

要因と考えられているり。このため,開閉器雑

音に関する多 くの研究がなされ,統計的検討な

どにより雑音特性に関する諸特性が解明されて

きている。。

しかし,近年の高度情報化に伴 う電子・電気

機器の急速な進歩や,LSIな どの高密度素子導

入に伴 う情報伝達信号の低 レベル化,高速化が

進むなか,電磁雑音源 としての電気接点放電問

題のより詳細な検討が必要 となってきた4'9。

放電に伴 う過渡電圧変動は,急峻かつ複雑な

変化を示すため, これまでの検討によく用いら

れる集中定数系による実験回路では,開閉器に

付随する回路的な不確定要素が多 く,現象の詳

細な観測は難 しくなる。そこで著者 らは,電気
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接点放電に伴 う諸現象を時系列にて詳細に観汲」

を行 う実験回路として,分布定数系実験回路を

提案し,検討を行ってきた。。

本報告では,先に提案した分布定数系実験回

路を示し, これにより電気接点放電に伴 う過渡

電圧変動の観測を行った結果について述べる。

2.分布定数系実験回路および実験

分布定数系による実験回路を図 1に示す。図

(a)が原理図であり (b)が設定した実験システ

ムである。はじめに,実験回路の理論的検討を

行 う。図(a)において,開閉器 Sを理想開閉器

として閉路し,電圧波をステップ関数で与えた

場合,閉路直後の ② 点の過渡的な電圧 ι(チ )は

次式で示される。また, この時の電圧波形の略

図を図 2(a)に示す。

9(サ)=F{%(サ,0))+RIF(ク (方 2Ll))

但 し,

買1=― 盈 電源と#1の接続点での反射係数

Rl=(旺 ―る)/(〃二十‰)
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